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地方創生に真に必要かつ実践的な
ｶﾘｷｭﾗﾑ（eﾗｰﾆﾝｸﾞ）を幅広く提供

※科目によっては実地研修も活用
※大学等の既存取組も前提に、不足する
分野や地域への受講機会を提供
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地方版総合戦略等に基づき、地方創生に資する事業を本格的
に推進する段階

p 「地方創生カレッジ」は28年12月に開講。地方創生に真に必要かつ実践的なカリキュラムを
ｅラーニング形式で幅広く提供し、地域における地方創生人材の育成に繋げていく。

p 29年度も講座の充実化等により事業推進を図る。
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◆ 総合プロデューサー
◆ 首長の補佐
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データ分析 地域の課題解決等地方創生の理念
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【カリキュラム構造イメージ】
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【受講状況】
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受講の流れ
①カレッジポータルサイト（https://chihousousei-college.jp/）にアクセス

②分野や役割,取組課題を示した「カテゴリー」や主なテーマを示した
「タグ」から、関心事項やスキル,レベルに応じて講座検索

③受講講座にアクセスし、ログイン（初回にID・パスワードを発行）

④受講を開始
●講座は主に「動画」「テキスト」「確認テスト」から構成⇒1講座
＠240分程
●標準的には「動画」の視聴最小単位（ｻﾌﾞﾕﾆｯﾄ）を10分程に設定し、
5－6のｻﾌﾞUで『章(ﾕﾆｯﾄ）』(＠60分程）を構成

⑤テスト合格後、講座毎に修了証を発行
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自治体職員（建築技術職）として地方創生の取組みに係わる自分にとって、この
取組みの意味を再認識することができました。

『地方創生の課題と成功する地域の条件』（地域活性化センター）40代男性
地方公共団体勤務

今まで銀行を『金貸し』の一種としかみていなかったが、この講義を受講すること
で、銀行本来の役割を知ることができ、見る目が変わった

『民的視点からのガバナンス』経営共創基盤30代女性
公的団体勤務

これまで地域企業の役割について体系だって考える機会がなかった中で、論点
が整理されていたので助かった。今後の地域におけるビジネスの重点を絞るの
に役立ち、方策のヒントも豊富でよかった。自社でそれを存分に活かしたい。

『地域の中小企業・産業振興【地域創生入門】』関西学院大学

30代男性
民間企業勤務

４

受講者の声


	「地方創生カレッジ」について
	スライド番号 2
	受講の流れ
	スライド番号 4

